
                                                          

    
 

  

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

   

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

「人権のつどい日」にひろ

う 

平成 28年 4月号 

 

★移動図書館青い鳥号 

4月 6日(水)・20日(水) 

14時～14時 40分 

 

★ゆめじゅく編集委員会 

4月 12日(火)  13時 30分～ 

 

★「人権のつどい日」  

4月 11日(月） 19時 30分～ 

 

 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

4月 19日(火) 10時 30分～11時 30分 

 

★愛隣連定期総会・研修(松山青少年センター) 

  4月 22日(金)  

 

 

△月◎日（●曜日） 日直   

  

 

 

新居浜市瀬戸町７‐30 

E-mail：seto@city.niihama.ehime.jp  

 

T e l  ：0897-４１―５８５９（Fax兼用） 

 

 

〒792-0821 

瀬戸・寿単位自治会総会は、瀬戸会館において順

次開催されています。また、水道組合主催の地元説

明会を同時開催するなど、地元では自治会、水道組

合ともども活発な動きを見せています。水道組合か

らは、現状と課題について 

報告がなされ、参加者の皆 

さんと今後について、 

意見交換を行っています。 

 

3 月 17 日、85 名の生徒が泉川中学校を

巣立ちました。卒業証書授与式は厳かな雰囲

気で行われ、卒業生も晴れがましさの中に緊

張した表情。式辞の中でアンパンマンの曲が

流れたときには、ちょっとびっくり。小西校

長先生はやなせたかしさんの詩に寄せて、「今

を精一杯生きることで熱い心が生まれます。

毎日を一生懸命生きてください。そして、夢

を持ってください。夢の実現に向けて頑張っ

てください。人と人を繋ぐのは笑顔です。人

を笑顔にできる生き方を目指してください。」

と生徒に語りかけていました。卒業生代表の

答辞では、中学校生活 3 年間での、たくさん

の思い出を振り返り、「思い出の中には最高

の仲間がいた。苦しいこと、辛いことを共に

乗り越えてきた絆は、ずっと続くと信じてい

る。」と、述べていました。泉川中学校を巣

立った 85 名が、それぞれ自分の花を咲かせ

ることができるよう、地域の一員として、見

守り支えていきましょう。 

 

 

 

この度、一身上の都合により退職することになりました。光陰矢の如しのことわざど

おり、早いもので３年が経ち、桜の季節となりましたが、新米の館長も力量不足のまま

時が流れたように思います。着任当初は戸惑うこともあり、期待に応えられるのか心配

でしたが、今日まで勤めることが出来ました。これもひとえに、ゆめじゅく会や地元の

各種団体の皆さんの温かいご支援があったからだと思います。本当にありがとうござい

ました。 

瀬戸会館では、積極的な活動も増え、人権尊重の精神に基づいた出会いの場となって

いることに大変うれしく思っています。これからも良い出会いをたくさん 

していただき笑顔の中で相互理解の輪が広がっていくことを念願いたして 

おります。 最後に、ゆめじゅく会、瀬戸会館のますますの発展を祈念して 

退任のご挨拶といたします。 

お世話になりました。 

 

連合自治会総会が次の日程で開催されます。新

会長が決まっている自治会は、新会長の出席をお

願いします。決まっていない自治会は、旧の会長

が出席してください。 

日 時   平成２８年４月９日（土） 

内 容   (１) 平成２７年度決算報告 

（２）役員改選 

 

3月 19日 19時から平成 27年度瀬戸会館活

動連絡協議会（ゆめじゅく会）総会を開催しまし

た。29 名の参加を得て行った総会では、27 年

度の活動報告、会計報告、会計監査報告に引き続

き、28 年度の活動計画、予算について審議しま

した。和やかな雰囲気の中、会は進められ、28

年度も小野会長が留任いたします。最後に、27

年度限りで退職する高津館長への花束贈呈があ

り、参加者全員、心のこもった拍手でこれまで 3

年間の労をねぎらい、会は終わりました。 

 



    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

  

 

   

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

  

教 室 名 教 室 内 容 開 催 曜 日 開 催 時 間 

ピンポン   毎週  月・金 12：30～16：00 

リトミック リズム遊び 毎週  月・木・金 
月・木）9：30～11：00                    

金）  15：00～17：00 

手芸「照」   第 2・4  金    10：00～12：30 

詩吟   
毎週    火       

第２     水 

火）  10：00～12：00    

水）  19：00～21：00 

囲碁   毎週   木・土    13：00～16：00 

紙バンド 紙ひもで作品製作 毎週    木    13：00～17：00 

篆刻 はんこつくり 第 2・4  土    13：00～15：30 

若葉会 老人会 毎週    火 10：00～12：00 

ポーセラーツ 白磁器の絵付け 
第 2・4   土       

第 3(原則)  水 
     13：30～17：30 

男の料理教室   第 3    木    10：00～13：00  

オカリナ 
 

第 2・4   木    13：30～15：.00 

ギターサークル 
   

レインボー体操Ａ 大きなボールを使っての体操 毎週    木    14：00～15：00 

レインボー体操 B 大きなボールを使っての体操 第１・３・５  火     14：00～15：00 

ＺＵＭＢＡ ダンス音楽で健康体操 毎週   火・木 
火）  11：30～12：15    

木）  19：00～19：45 

スクエアーダンス   毎週   水・土 
水）  13：00～15：00 

土）  10：00～15：30 

水美会 創作ダンス 毎週     水    10：30～12：00 

健康体操   毎週    金    10：00～12：00 

3Ｂ体操 
 

毎週    木    10：00～12：00 

少林寺拳法   毎週   月・水    19：00～21：30 

パソコン教室   第 1・3  土    13：30～15：30 

エストレージャ 頭と体をつかった体操(幼児) 毎週    木・金 17：40～19：00 

押し花 
   

瀬戸会館で約 23 団体が活動しています。お気軽に見学お越しください。

なお、月によって多少の変更がありますので瀬戸会館 41-5859 までご連

絡いただければと思います。 

○ 現地の人の想いを伝えることの大切さを感じ

た。「伝えることの大切さ」を改めて学べたと

思う。 

○ 行動することが大切であると感じました。「誰

一人としてもれることのないまちをつくりた

い」復興の在り方と、同和問題解決への取組と、

相通じることだと考える機会となりました。 

実際に行動すること、そして伝えることの大切さを

改めて感じた時間になりました。 

 

これは、映画マトリックスの中のセリフです。情報が氾濫する現在、多くのことを見聞きし、

私たちは多くのことを知っていると思っていますが、果たして本当に知っていると言えるでし

ょうか。 

同様に、人のつらさを知り、人を思いやる心は、多くの人が持っていると思います。それが

優しさだと思いがちですが、それだけで本当の優しさと言えるでしょうか。以前「心は見えな

いが、心遣いは見える」という言葉を紹介しましたが、行動が伴ってこその優しさではないで

しょうか。 

残念なことに、同和問題やヘイトスピーチなどの人権問題で多くの人が苦しい思いで毎日を

過ごしています。その苦しみを少しでも軽くできるのは私たち一人一人の優しさです。難しい

ことを考える必要はありません。自分の想いをしっかりと持ち、身近の人に伝える。身近な人

の想いを聞き、自分の想いをより確かなものに深めていく。まずはそこから始めることが大切

だと思います。 

勇気をもって、一歩を踏み出してみませんか?人権のつどい日は毎月 11 日に瀬戸会館で行っ

ています。 

 
幸せになる勇気（超訳マザー・テレサ）もりたまみ著 

人権のつどい日 

90 ㏄バイクで東日本大震災被災地を訪れて 

「道を知っていることと、実際に道を歩くこととは違う。」 

３月の人権のつどい日は、９０cc のバイクで東日本大震災の被災地を訪問した、

大生院中学校に勤務する沼田博之さんの話をお聞きしました。 

沼田さんが被災地に行ってみようと思ったきっかけは、大生院中学校の弁論大会

で、「笑顔の芽育成事業」に参加した生徒さんの発表を聞いたことだったそうです。

生徒さんの話を聞き、「自分の意識はどうなのかと思った。そして、被災した地域

の今の姿を見に行こうと思った。」そうです。現地を訪れ、多くの方と出会い、い

ろいろな話をお聞きすることができたというお話でした。 

   体験を通して芽生えた、「みんなに知ってほしい。一人でも多くの人に伝えた

い。という沼田さんの想いの一端が、参加者に伝わってきました。以下、参加者

の感想を紹介します。 


